
（別紙２）　　サマースクール運営事業者審査基準

※各項目の配点は５点満点とする。

※配点基準（５点：非常に優れている、４点：優れている、３点：普通（基準点）、２点：劣っている、１点：非常に劣っている）

※係数（事業の内容等により、特に評価すべき項目に加点するため係数を設ける）

プレゼンテーション及び
ヒアリング（提案内容全般）
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5 事業内容

（８）他の民間企業や学生との連携 他の民間企業や学生と連携し、多様なプログラムが実施されているか。 5 1 5
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審査項目 審査項目 審査基準

類似事業の実績 （１）事業の運営実績 類似事業等の運営実績があるか。

安全対策・危機管理

（１）危機管理の考え方
児童の怪我等の事故の防止や安全対策に関する考え方、取組が具体
的であり実現可能なものか。

（２）安全管理・対策等 感染症や食中毒の防止等の衛生管理への配慮が行き届いているか。

（３）設置場所・避難経路
児童が通うことを十分考慮した利便性の良い場所に位置しているか。
また、緊急時の避難経路・方法は検討・配慮されているか。

（４）個人情報の保護
適正な個人情報の取扱い等がされるよう、具体的な管理方法が示され
ているか。

基本方針 （１）基本方針 本事業の趣旨を理解し、基本方針が適当なものであるか。

管理運営

（１）収支予算 事業実施にあたり収支予算は適正に計画されているか。

（２）職員配置計画
事業実施にあたり必要な職員が適正に配置される計画となっている
か。

配点
評価

係数

5 1

（１）提案内容（学習支援） 宿題や学習の時間を確保できる事業内容となっているか。

（２）提案内容（カリキュラム）
提供するカリキュラムは、事業者の特色を活かした内容となっている
か。

保護者負担金が30,000円以上を基準の３点とし、20,000円～29,999円
を４点、19,999円以下を５点とする。

（６）市負担金
収支予算書における市負担金の金額が上限金額の4,000,000円を基準
の３点とし、3,999,999円～3,000,000円を４点、2,999,999円以下を５点と
する。

（７）障がいのある児童の受け入れ
障がいのある児童が事業に参加する場合について、配慮はされている
か。（事業内容・プログラムに参加する仕組みづくり・設備など）

（１）事業内容 サマースクールとしてふさわしく、魅力的な内容となっているか。

（２）受け入れ人数
１か所あたり３５人を基準の３点とし、３６人～４０人を４点、４１人以上
の受け入れを５点の配点とする。

（３）実施日数・実施時間

・各土曜日または8/7（土）～14（土）を除いた日程で、午前８時３０分か
ら午後５時まで実施する場合、基準の３点。
・土曜及び上記期間（お盆期間）も実施、または実施時間の３０分以上
延長で４点。
・土曜・お盆期間も実施かつ実施時間の３０分以上延長で５点。

（４）保護者対応
保護者との日常的な情報共有と、意見・要望等への迅速な対応が可
能な体制となっているか。

（５）参加料金（保護者負担金）
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【合計】

評点×係数＝125点満点
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